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　11)お 歯黒が生体に及ぼす影響

　　　　　　 ○寺澤 理恵,釜 田 朗1,今井 啓全2

　　　　　　　　　　　　 天野 義和3,千葉 有

　　　　　　　　　 (奥羽大 ・歯・口腔病態解析制御,

　　　　　　　　　診療科学1,歯科保存2,奥羽大学3)

【目　 的】お歯黒は明治時代初期まで長い歴史 を

経て続いていた女性の習慣であった。 また,お 歯

黒は虫歯予防の見地か らも有効であったと言われ

ている。中国雲南省,ベ トナム,タ イの少数民族

地域では現在で もお歯黒を使用 している。お歯黒

の塗布後,ほ うれん草を食べることにより生体 に

為害作用が現れ るとする記録があるが,そ の詳細

は不明である。そこで今回我々は,お 歯黒の成分

分析を行い,さ らにお歯黒 とほうれん草の関連性

について検討 した。

【材料 と方法】1)お 歯黒の材料である鉄漿水 を
一般 的な方法で作成 し,ICP発 光分析法 により

鉄漿水中に含まれる金属元素を検出 した。2)高

速液体 クロマ トグラフィーを用いて,お 歯黒の材

料であるふ し粉中のタンニン酸含有量を定量 した。

3)お 歯黒の成分である酢酸第一鉄の5%溶 液に

タンニ ン酸 を加えて タンニン酸第二鉄を作成 し,

それに蒸留水 またはほうれん草の成分であるシュ

ウ酸の5%溶 液 を加えて,化 学的変化を観察 した。

【結　果】1)最 も多く検出されたのは鉄であっ

た。 また微量ではあるが,ク ロムやカ ドミウムな

どの有害な重金属 も検出された。2)ふ し粉中に

はタンニ ン酸が約5%含 まれていた。3)タ ンニ

ン酸第二鉄に蒸留水 を加えると液は薄黒 く着色 し,

ほとんどが沈殿 したままであったが,シ ュウ酸溶

液 を加えると溶液が薄い黄色の均一な溶液 となっ

た。
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【考　察】タンニ ン酸は水に溶け込んでいる金属

イオンと結合 して不溶化 させる効果があり,お 歯

黒 において は鉄 を取 り込んで不溶 化 している。

シュウ酸を添加 した場合,シ ュウ酸により不溶化

していた鉄が再びイオン化 し,溶 液 中に溶け出た

ものと思われる。つ まり,シ ュウ酸によりお歯黒

が剥がれて,お 歯黒の成分である鉄を過剰に摂取

して しまうと考えられる。

【結　論】お歯黒塗布後のほうれん草摂取 による

生体内への影響の一つ として,鉄 の過剰摂取が挙

げられた。また,そ の鉄の過剰摂取はほうれん草

に含まれるシュウ酸がお歯黒成分の鉄を遊離させ

ることにより生 じると考 えられる。
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